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部は月4回の開催です。

　12月19日のわだや小路でのカフェでは、二
に

胡
こ

（中

国の弦楽器）とフルートによるクリスマスミニコン

サートを行いました。優しい音色に参加者は心地よ

さそうに耳を傾けていました。当日は、アロマセラ

ピーの資格をもつ看護ボランティアがハンドマッサ

ージも実施。このように、カフェでは患者さんも家

族もリラックスをして穏やかな時間を過ごします。

　鳥取県は全国的にもがんによる死亡率が高く、行

政はがん対策推進計画を推し進めています。本会で

はカフェが、がん患者さんや家族、医療者、地域の人々

が互いに触れ合うことで心の負担を軽くし、がんへ

の理解を深める場になることを目指しています。

　看護職は、医療機関の患者さんだけでなく、地域

住民の健康を支えるためにできることを考え、その

役割を果たしていかなければならないと、私は思っ

ています。本会は2018年に創立70周年を迎えまし

た。そのスローガンとして掲げたのが「生きるを、

ともに、つくる。」。これからも地域全体に目を向けて、

看護職が自らの力を信じその役割を果たしていける

環境を整えていきたいと思います。

心電図が苦手な看護師

でも波形を読み判断でき

るようにと作られた1冊。

編者をはじめ臨床で経験

を重ねた急性・重症患者

看護専門看護師と集中ケ

ア認定看護師らがまとめ

ました。27の心電図変化

について、波形の意味や

みかただけでなく、緊急

度別の行動、ISBARCを使った報告の仕方、看護ケアと、

実践にまで結びつくよう解説されています。

ナースが地域の自慢のおみやげをご紹介！

自慢の

おみやげ
Collection 順天堂大学医学部附属練馬病院

看護師長
貴田寛子さん

今回の推薦者

練馬名物の練馬大根をイメージし、大根の葉が餅生地に混ぜ込

まれた大福。塩漬けの葉と北海道十勝産小豆で作った粒あんの

ハーモニーがほかにはないおいしさです。

1個　152円（税込）

練馬風月堂本店（中村橋店）　03–3999–6050

vol.6
東京都 ねりま大福

看護の学びに
役立つ情報を紹介します

みがき

Let’s

みがき vol.6

藤野智子　編集
南江堂
2400円（税別）

今すぐ看護ケアに活かせる
心電図のみかた

地域で生きるすべての人々のため
看護職がすべきことを実践できる環境づくりを

公益社団法人　鳥取県看護協会

会員数／4254名
　　　　（2018年12月1日現在）
住所／鳥取県鳥取市江津318-1

米子市わだや小路での「がんカフェ」では、看護ボランティア
によるミニコンサート、ハンドマッサージが行われた
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ベスリクリニック
保健師
長田梨那さん

解説

相手を認め、ほめてみましょう。
肯定的に受け入れることで心が楽になります。

病棟の同僚にヤキモチを感じる自分が嫌です。
上司の接し方などを自分と比較してもやもや……。

ナース
の

ストレ
ス攻略

術

心のモ
ヤモヤ

を

スッキリ
解決！

今回のストレス

vol.5

ヤキモチを感じていると、もやもやするだけでなく、

落ち込み、やる気もなくなり、疲れてしまいますね。他

人と自分を比較して落ち込むときは、自尊心が下がって

しまい「頑張っているのに認めてもらえない」「大切にさ

れていない」と、普段気にならないことも悲観してしま

います。

ヤキモチの対象を変えることは難しいですが、考え方や

行動を変えて自分を楽にすることはできます。まずは、冷

静に状況を考えてみましょう。ヤキモチをやくのは、きっ

と同僚にあなたがうらやむよい部分があるのです。「自分

も認められたい」と思う前に、よい部分を受け入れ「相手

を認める」こと。それは自分の心に留めておいても、「あ

なたのこういうところいいよね。私にはないからうらやま

しい」など直接伝えてもかまいません。ヤキモチや悲観は

単なる負の感情ですが、相手を認めてほめると、相手はも

ちろん自分もとてもよい気分になり、やる気もアップしま

す。病棟に話せる人がいたら、状況を話して意見を聞いて

みてもいいでしょう。他人からの視点を通すと、ヤキモチ

をやく必要がないことに気づくかもしれません。

決して悲観せず、肯定的な受け入れを意識してみてく

ださい。そうすることで不要な力が抜け、ヤキモチもな

くなり、あなた自身がとても楽になると思います。
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